


式   辞 

 

おはよ う ございま す。 春休みも 終わり 、 いよ いよ 新年度がス タ ート し ま す。 今年度も 可能な限り 、 生徒

の皆さ んが様々なこ と に挑戦でき る よ う に環境を整えていき たいと 思いま す。 先ほど 、 新し い先生方をお

迎えし ま し た。 さ ら に、 明日の入学式では１ ４ ２ 名の新１ 年生を迎え全校生徒４ ０ ９ 名の出雲工業高校が

ス タ ート し ま す。 新年度の始めに、 ２ 年生、 ３ 年生の皆さ んには、 今一度、 初心に戻り 、 入学当時の少し

の不安と 大き な希望に満ちた、 新鮮な気持ちを思い出し てほし いと 思いま す。  

 

今日は、 こ の１ 年間、 様々なこ と に取り 組む時に、 心にと めておいてほし い「 平等」 の話をし ま す。 皆

さ んは、 こ の世に「 平等」 が存在する と 思いま すか。 ま た、 存在する と し たら 、 どんな「 平等」 がある と

思いま すか？私は、 かつて部活動の恩師から 、 以下のよ う に学びま し た。 こ の世に存在する 「 平等」 は、

2 つし か存在し ない。 その一つは「 人権」 ＝ 言い換える と 「 権利」 と なり ま す。 こ の「 権利」 は 日本

国憲法によ って、 すべての日本国民に等し く 保障さ れていま す。 現在、 出雲市では市議会議員選挙が公示

さ れ、 1 8 歳以上の出雲市民であれば 選挙権と いう 「 権利」 が等し く 与えら れていま す。 その他、 教育を

受ける 権利や生存権なども  同様に等し く 与えら れている 「 権利」 である こ と は、 授業でも 学んだと 思い

ま す。 皆さ んは、 こ の「 権利」 を う ま く 行使し ていま すか、 う ま く 使い込んでいま すか、  今一度考え

てみてく ださ い。  

 

も う 一つの平等は何か、 それは「 時間」 です。 例えば、 出雲工業高校サッ カー部の一日も  高校サッ カ



ー選手権を制覇し た前橋育英高校サッ カー部の一日も  等し く 2 4 時間が与えら れていま す。 前橋育英サッ

カー部の「 時間」 と 出雲工業サッ カー部の「 時間」 には ど んな違いがある か想像し てみてく ださ い。  

皆さ んには こ れら の「 権利」 と 「 時間」 について、 こ の一年間 「 こ だわり を持って」 過ごし て欲し

い。 「 こ だわり を持つ」 と いう と 難し く 聞こ えま すが、 言い換えれば「 大切に使う 」 と か「 無駄使いし な

い」 と いう こ と になり ま す。 自分の「 権利」 を大切にする こ と で、 仲間の「 権利」 も 同じ よ う に考える こ

と になる でし ょ う 。 自分の「 時間」 を大切にする こ と で、 仲間の「 時間」 を尊重する よ う になる でし ょ

う 。  

仲間の「 権利」 と 「 時間」 を大切にする こ と を「 義務」 と 言い換える こ と ができ ま す。 こ のバラ ンス の

良さ をみんなで高めていき ま し ょ う 。 自分の「 権利」 や「 時間」 大切にする こ と に加え、 仲間への「 義

務」 を果たし ていく こ と を今年度の取り 組みで意識し てく ださ い。  

 

３ 年生のみなさ ん。 進路実現に向かう 最終学年と なり ま す仲間と 過ごす「 時間」 こ そ、 人生の原動力と

なり ま す  

２ 年生のみなさ ん。 中堅学年と し て大いに成長する 年と なり ま す仲間への「 義務」 を果たし ていき ま し

ょ う  

皆さ ん一人ひと り が、 こ の１ 年間、 お互いを大切にし 、 支え合い、 様々なこ と にチャ レ ンジする 年になる

こ と を期待し て１ 学期始業式の式辞と し ま す 


